















































また、 『雨月』を作り上げている出典作品のもう一つの特徴 して、膨大な量 中国古典作品の存在がある。ど






















































































れぞれの出典先が示唆する思想である。 「太宗師第六」で「畸人」とは、子桑戸、孟子反、子琴張とい 風変わりな男三人のこ を指している。子桑戸の葬儀を他の二人が行ったのだが、全く無軌道であった。目の当 りにした子貢は、あき て孔子に報告す しかし 孔子はかえってそ 人々を賞賛す
（畸于人而侔於天）
のである。そ














































出雑劇、若『浣紗』 『青杉』 『義乳』 『趙児』等作、必事事考之正史、年月不合、姓字不同、不敢作也、如此則











































































































































































































し、彼女から「乞巧」の由来を聞くこ で 自分も「乞巧」しようとすること はじまる。第二段落 、自ら
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の「乞巧」行為に仮託して、世の人の「大巧」と己の「大拙」を比較対象することで、各々の概念を具現化し、鮮明に表現しつつ、反語を用い 自分 考えや不平不満を述べていく。まず、自分の「大拙」が甚だしいことを説明して言うには、世の人達のように、機を見て益を得るなどできず、かといって退くわけにもいかず、進退窮まって、屈辱を感じている。しかしそ かといって、世の濁流に呑まれたくないという 強い思いを吐露する。また、器用な輩は機 見るに敏で、迎合 易いので、富や権力目当てに徒党を組み、狡猾に人を欺く。そのあさましさを、激しい怒りにかき立 られながら、次々 明らかにしていく。最終段落では、夢 青服をまとった使いが 織姫の答えを伝えて言うに。　　
「凡汝之言、吾所極知。汝択而行、嫉彼不為。汝之所欲、汝自可期。胡不為之、而誑我為！汝唯知恥、陥貌淫詞、宁辱不貴、自适其宜。中心已定、胡妄而祈？堅汝之心、密汝所持、得之為大、失不汙卑。凡吾所有、不敢汝施、致命而昇、汝慎勿疑。 」
　　












して鋭利な筆鋒を奮って社会の喜ばしく 現象を、 「乞巧 」中に皮肉っていくの ある。同様に ストーリーのおもしろさよりも世相諷刺・社会批判が主眼となり、作者自信が前に出てく 作風の作品として、秋成 『書初機嫌海』や『癇癖談』が思いつく。両作品とも「乞巧文」ほどの寓言性をもっ 作品ではないが、物語の形式を借







る。しかし、やはり秋成も柳宗元と同じように 世間 濁流 は一線をおき、あくまで自分の孤高を堅持するのだという意を固めていたことが伺える。　　
癇癖のやまひをつのらして、え養はぬおろかさより、我をたふとしとはおもひあがらねど 世の人はみなにごれるものにする、こころ奢のひとなり。





自分も含め、嘆くばかりで、実際に教えを行おうとする はいない 自嘲するのである。そして「乞巧文」を意識したかのような 「巧」な人が直い行いができないことを擁護するような言葉が更に続く。　　
よしやなすもなさぬも、われさかしおろかのみにはあらで、 しこき人も、世におしたてられては、おこなへど猶かひなきものか。
この文は二つの意味に取れる。文字通りに理解すれば 「をしへのままにおこなふ人 らぬげ」なのは「おろかな人」はもとより、 「かしこき人」であっても「世におしたてられて」教えを行おうとしても「かひ がないということ。もう一つの理解は、 「かしこき人」というのは、 「世にお たてられて」 およそ なから「をしへ ままにおこな」おうとしない、ということである。　
続けて、秋成は「かしこき人」が「をしへのままにおこなふ人はあらぬげ」だという例を示す。 「孔夫子さへ世






て世に交わることはできない。つまり離世的姿勢を取っており、老荘の教えのままに行っていることになるのである。ということは、秋成は後者の意味で「かしこき人」をとらえて たようである。　「かしこき人」は皆濁して世に交わることができるが、まず教えを実行している人を見たことがない。しかし自分のような「おろかな人」はそ 「拙」故に世の濁りに身を置くこ ができない。だからといって、濁りを悪みこそすれ、濁世に交わ とも思わない。やはり秋成にも柳宗元と同じように、自分の「たくまず」 「おろか」な性を自嘲しつつも、誇りに思ってい 様が伺える。　『癇癪談』は『雨月』執筆後の作品であるから、 「序」を執筆時の秋成が、十余年を経て執筆した『癇癪談』にあらわされているほどに、己の愚かさを受け容れ、堅持する覚悟をもっていたかは疑問である。しかし、 『雨月』の登場人物をみるに、 「菊花の約」の丈部左門、 「浅茅が宿 宮木、 「吉備津の釜」の磯良、 「蛇性 婬」 真女子











て知られているこの作品にあやかって、自らの寓言創作意識を示す意味あ があったであろう。そしてより大切なことは、濁世への発憤と愚直な性の肯定と う、 「乞巧文」の創作精神にあったと思われるのである。
六、 「洞越」の特別性








































































































































　「礼書」において「洞越」が使われた寓話の主題は、社会は礼法を以て治めるのがよいとする、太史公の理由説明に仮託して、濁世の乱れを悪み、その濁流に呑まれ に慎んだ言動をしてい 者達が報われな 、昨今の社会に対する憤りと悲嘆である。秋成は「洞越」という語を用いることで『史記』礼書の主題の存在性を提示し、ただ文句の調べが、読者の琴線にふれるような心揺さぶ 作品だ、という意味だけではなく、 『雨月』の作品群の主題は、濁った社会世相の批判と、更 その中で息苦しい思 をし がら生きている人間達の、怒りや悲しみなど様々な心が き と貴方の心を揺さぶるだろう、というメッセージを込めて ることがわかるのである。同じ事は、上述の「啽哢」にもいえ ことである。 「啽哢」は文章の調子を形容し い のだ 、 「乞巧文」も 史記 礼














が、まさしく秋成も同じ手法で『雨月』を寓言物語として構築せしめている。彼が、 『雨月』の創作に当たって、寓言を何よりも重要視したから怪異小説 手法 選んだとみているのだが、その の創作手法も、今までいわれていた中国明清白話小説のみならず 文人散 や歴史書からも学んで ったという が 今回より鮮明になったといえる。　
秋成は中国古典の作者達と対話しながら、その奥に自分を見、作者と自分の距離を見ては、自分の中にある不可










































































































中村博保著「秋成 物語論」 （ 『上田秋成の研究』 、ペリカン社、一九九九年） 七三頁。
（
25）　

















期戯作者は、 「楽屋」の中でお互いに作家となり、読者となって、作品をめぐり遊んだのである。 」と述べ、都賀庭鐘の例を紹介している。それによると、出典や原拠を穿鑿するこ も、遊び方の一つであったことがわかる（ 「読本の読者 （ 『中村幸彦著述集
　
































参考文献上田秋成の文は基本、中村幸彦主篇『上田秋成全集』 （中央公論社）によった。王圻『続文献通考』文海出版社、一九七九年。五井蘭州 蘭州茗話』 （懐徳堂記念会篇『懐徳堂遺書』所収、松村文海堂、明治四十四年） 。陳継儒『安徳長者言』 （王雲五主篇『薛方山紀述
　
及其多五種』所収、台湾商務印書館、民国五十五年） 。
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